
電気工作物設備技術探求

No.3 配電線路の電圧アンバランスがポンプ電動機の焼損原因(続き)

逆相回転角速度  (rad/s)は、固定子巻線の磁極数 P、 電源周波数f(Hz)、

逆相回転磁界の回転速度ns(rps)な ら、ωs=2 π ns=2π (2/P)f。

ただし相回転はacbで正相とは逆方向。

そのことから、回転子に発生する起磁力は固定子の逆相回転磁界と同期

する(回転子は物理的に正相回転 している。その回転子導体中の逆相分の

電圧及び電流の周波数f2(HZ)は (2-S)fと なる)

尚正相分の回転子の電圧及び電流の周波数fl(Hz)は Sfである
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回転子n(rps)で運転中

運転点 ●は電動機トルクと負荷トルクの一致点

電動機トルクT=丁1-T2

負荷トルク丁L

正:オロ俣l

nsは同期速度、nは回転子の回転速度

その時の滑りはSは次式

S帯 (ns― n)/ns

逆相側

上図2-Sと なる

次回は配電線地絡事故予定
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運転点
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